
「歴史総合（仮称）」の方向性・特色・構成イメージ（たたき台案）

育成すべき
資質・能力

「歴史総合（仮称）」では次の資質・能力を養う。

○歴史を考察する手立て（視点や方法）を用いて、現代の諸課題の歴史的背景を
追究する力
○諸資料を適切に活用する技能
○国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質

歴史を考察
する手立て
（視点や方
法）（例）

近代化

大衆化

グローバル化

経済活動と生活 ・・・・・

構成イメージ

工業化と
政治変動

市場経済
の発展と
経済格差

科学技術と
消費社会

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・
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・比較 （類似と差異）
・因果 （原因と結果）
・相互作用（関係性やつながり）

○多面的・多角的に吟味する
○資料に基づいて解釈する

を用いて

・・・・・ ・・・・・

平 成 ２ ８ 年 １ 月 ２ ５ 日
教 育 課 程 部 会
社 会 ・ 地 理 歴 史 ・ 公 民
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資料７



（参考）現行高等学校学習指導要領における歴史系科目

ウ 三つの世界と日本の動向
エ 地球社会への歩みと課題
オ 持続可能な社会への展望

(1)世界史への
いざない

〔科目の導入〕
世界史A

(2)世界の一体化と日本
（ア ユーラシアの諸文明）

（イ 結び付く世界と近世の日本）
ウ ヨーロッパ・アメリカの工業化
と国民形成
エ アジア諸国の変貌と近代の日本

(3)地球社会と日本
ア 急変する人類社会
イ 世界戦争と平和

(2)近代の日本と世界
ア 近代国家の形成と国際関係の推移

(1)私たちの時
代と歴史

イ 近代産業の発展と両
大戦をめぐる国際情勢
ウ 近代の追究

(3)現代の日本と世界
ア 現代日本の政治と国際社
会
イ 経済の発展と国民生活の
変化
ウ 現代からの探究

日本史A

世界史・日本史に共通する主な学習の題材

〔内容〕

資本
主義

消費社会

総力戦

集団安全保障

帝国
主義

移民

第二次産業革命

ファシズム

冷戦

地域統合

新自由
主義

市場経済

国際協調勢力均衡

国民文化

第三世界

多極化

民族自決

知識基盤社会

持続可能な社会

主権国家

交易

鎖国海禁

朝貢

市民革命

産業革命

自由
主義

国民
主義

民族
主義

国民国家

社会
主義

近代科学

明治維新

立憲政治 世界恐慌

歴史系A科目の内容のまとまり

政党政治

高度経
済成長

地域紛争


